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第２章 動物愛護管理の基本的な考え方 

１ 基本構想の位置付け 

この基本構想は、動物愛護管理法に基づく札幌市における動物愛護管理の推進に当

たっての中長期的な指針であるとともに、市民、行政、動物取扱業者、大学等の教育

機関や動物関係団体等の関係機関などが、協働して動物愛護管理を推進していくため

の基本的な考え方を示すものです。 

なお、今後、法令の改正や社会情勢等の変化により新たに対応すべき課題が生じた

場合には、適宜見直しを行います。 

 

【基本構想の位置付けイメージ】 

 

２ 基本構想の目標 

動物愛護管理法の基本原則は、すべての人が「動物は命あるもの」であることを認

識し、みだりに動物を虐待することのないようにするのみでなく、人間と動物が共に

生きていくことのできる社会を目指し、動物の習性をよく知ったうえで適正に取り扱

うよう定めています。 

札幌市では、この法の基本原則に則り「人と動物が共生する社会の実現」を目標に

掲げ、市民が動物を命あるものとして尊重し、犬と猫の殺処分を減らしていき、最終

的になくすことを目指すための具体的な対策を推進することにより、命を大切にし、

優しさのあふれる、“人と動物が幸せに暮らせるまち・さっぽろ”を目指します。（図

７：基本構想体系図） 

国（動物の愛護及び管理に関する法律、基本指針） 

北海道（北海道動物愛護管理推進計画） 

  

札幌市動物愛護管理基本構想 

（課題を整理し、目標・方針を定めたもの） 

基本構想の実現に向けた具体的な取組 
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⑷ 大学等の教育機関や動物関係団体 

動物愛護管理に関する普及啓発等の自主的取組の実施 

 

図７ 基本構想体系図 
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人と動物が共生する社会の実現 

“人と動物が幸せに暮らせるまち・さっぽろ” 

札幌市動物愛護管理基本構想 
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１ 動物愛護精神の涵養 ≪動物愛護の精神を育む≫ 
ぺットを飼育する飼育しないに係わらず、動物が命あるもの

との理解を深めるとともに、動物の命を尊重し、終生飼育や適
正飼育ができるよう動物愛護の精神を育みます

２ 動物の適正管理の推進 ≪飼い主による適正管理≫ 
飼い主に対して飼育している動物が人やその他の動物に危

害や迷惑を与えることを防止するとともに、周辺の生活環境の
保全に努めるための必要な措置を講じます

３ 動物の福祉向上 ≪飼育環境の質の向上≫ 
飼育されているすべての動物の健康及び安全を保持するだ

けでなく、動物が動物らしく生活できるよう飼育環境の質の向
上を目指します
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